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い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
イ
チ
ゴ
の

季
節
。
イ
チ
ゴ
狩
り
園（
十
六
ペ
ー
ジ

記
事
）や
、
い
ち
ご
ま
つ
り（
五
ペ
ー
ジ
）

な
ど
、
こ
の
時
期
は
イ
チ
ゴ
の
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し
。
ス
ー
パ
ー
や
八
百
屋
、

大
仁
ま
ご
こ
ろ
市
場
に
も
市
内
産
イ
チ

ゴ
が
並
び
ま
す
。
イ
チ
ゴ
は
、
豊
富
な

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
抗
酸
化
物
質（
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
）の
一
種
・
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

も
含
ま
れ
て
お
り
、
体
に
良
い
果
物
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
管
内
で
百
パ

ー
セ
ン
ト
近
い
市
場
出
荷
率
を
誇
る
品

種
は『
紅べ
に

ほ
っ
ぺ
』。『
紅
ほ
っ
ぺ
』の
特

徴
は
大
粒
で
鮮
や
か
な
濃
紅
色
、
味
は

甘
み
だ
け
で
な
く
程
良
い
酸
っ
ぱ
さ
を

合
わ
せ
持
つ
、
ま
さ
に『
大
人
』指
向
の

本
格
派
イ
チ
ゴ
で
す
。

甘
い
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
大
人
の

あ
な
た
、
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

市内在住の２月生まれで２～４歳までのお子さんを募集し
ます。１月１０日（木）までに電話またはメールでお申し込みく
ださい。応募多数の場合は抽選になります。掲載が決まった
場合は、数日中に写真とコメントを提出していただきます。
申込み 秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

info@city.izunokuni.shizuoka.jp

幼稚園が大好きで、泣き虫＆恥ずか
しがり屋の美空ちゃん。優しい女の子
になってね。

俊孝さん・陽子さんの長女（古奈）
(平成１６年１月３０日生)

ニコニコ元気いっぱいの悠生。どん
な物でもおもちゃにしてしまう、その
発想力にパパもママもびっくりです。

浩之さん・初美さんの長男（田京）
(平成１６年１月２１日生)

お姉ちゃんを追いかけ遊ぶ姿にヒヤ
ヒヤすることもあるけど、たくましくな
ったね！電王に変身するのが得意だよ。

敏徳さん・百子さんの長男（中）
(平成１８年１月２２日生)

いたずら小僧の湊久くんは、我が家
のムードメーカーです。早くお兄ちゃ
んたちと外で遊べるといいね。

正道さん・真恵さんの三男（吉田）
(平成１８年１月２５日生)

かなりヤンチャな貢志郎。イルミネ
ーションや花、月を見て「キレー」と言
えるピュアな心はずっと持ち続けてね。

洋さん・律子さんの長男（中）
(平成１８年１月２４日生)

妹思いで恥ずかしがり屋の陽菜。将
来はプリキュアになりたいな。いつま
でもパパとママのお姫様でいてね。

俊介さん・聖子さんの長女（古奈）
(平成１６年１月９日生)

紅
べに

ほっぺは『大人』の味



2２００８．１．１いずのくに3 ２００８．１．１いずのくに

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ

ろ
い
に
て
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
伊
豆
の
国
市
は
誕
生
以
来
四

年
目
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
充
実
度
を

増
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
五
万

市
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
ご
協

力
の
賜
物

た
ま
も
の

で
あ
り
、
特
に
災
害
対
策

や
子
育
て
支
援
、
交
通
安
全
対
策
、

住
環
境
の
整
備
、
公
園
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
事
業
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
や

賑
わ
い
づ
く
り
事
業
な
ど
に
大
き
な

成
果
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

心
よ
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
、『
子ね

』
＝

ネ
ズ
ミ
で
す
。
ネ
ズ
ミ
は

衣
類
や
食
品
を
か
じ
る
た

め
、『
や
っ
か
い
も
の
』
と

い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
、
す
ぐ
に
子
ネ
ズ
ミ
が
増
え
成
長

す
る
こ
と
か
ら
子
孫
繁
栄
の
象
徴
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
昔
か
ら
、『
白
い

ネ
ズ
ミ
』
は
大
黒
天
の
使
い
で
あ
る

『
福
の
神
』
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
少
子
化
時
代
の
『
子
』
の
年
に
、

な
ん
と
か
こ
の
『
白
い
ネ
ズ
ミ
』
を
呼

び
こ
み
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け

た
い
も
の
で
す
。

本
市
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
北

条
早
雲
の
干
支
が
『
子
』
で
、
こ
ん
な

逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
夜
、

早
雲
は
二
本
の
大
き
な
杉
の
根
も
と

を
か
じ
っ
て
い
る
ネ
ズ
ミ
の
夢
を
見

ま
し
た
。
そ
の
ネ
ズ
ミ
は
と
う
と
う

杉
を
倒
し
、
虎
に
化
け
た
と
い
う
こ

と
で
す
。『
二
本
の
大
き
な
杉
』
と
は
、

扇
谷

お
う
ぎ
が
や
つ

上
杉
氏
と
山
内
上
杉
氏
で
し

た
。
こ
の
夢
で
、
早
雲
は
関
東
に
進

出
し
、
両
上
杉
氏
を
倒
す
決
心
を
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
日
本
が
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
高
齢
社
会
の
下
で
人
口
が

減
少
し
て
い
く
と
い
う
現
実
を
迎
え

る
中
で
、
本
市
の
市
政
運
営
は
、
伊

豆
の
国
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
進
め

て
お
り
ま
す
。
こ
の
総
合
計
画
で
は
、

市
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
『
基
本
理
念
』
や
『
戦
略
』、

『
基
本
方
針
』
を
掲
げ
て
お
り
、
市
の

向
か
う
べ
き
方
向
と
取
り
組
み
の
方

針
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
現

在
、
平
成
二
十
年
度
予
算
編
成
の
最

終
段
階
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
市

の
財
政
状
況
は
、
三
位
一
体
改
革
の

影
響
に
よ
る
歳
入
減
な
ど
に
よ
り
非

常
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

私
も『
子
』年
の
早
雲
に
あ
や
か
り
、

強
い
決
意
で
伊
豆
の
国
市
行
財
政
改

革
大
綱
に
基
づ
く
改
革
を
推
進
し
、

健
全
な
行
財
政
運
営
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
な
市

政
を
執
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
も
行
い
ま
し
た
市
政

懇
談
会
で
の
ご
意
見
や
各
区
か
ら
の

要
望
書
、
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・

け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二

十
年
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
全
国
各
地
で

の
食
品
偽
装
表
示
、
建
築

物
の
強
度
不
足
な
ど
、

日
々
の
生
活
の
安
全
・
安
心
が
お
び
や

か
さ
れ
る
大
き
な
社
会
問
題
も
、
耳

新
し
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

自
然
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

今
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象

や
環
境
の
変
化
に
よ
る
影
響
は
、
世

界
規
模
で
起
こ
り
、
身
近
な
農
作
物

に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

大
雨
に
よ
る
被
害
等
も
全
国
各
地
で

発
生
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、

九
月
の
台
風
九
号
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
、
災
害
復
旧
は
予
算
補
正
を
し

て
敏
速
な
対
応
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
大
地
震
発
生
へ
の
不
安

も
残
っ
た
ま
ま
で
す
。
公
共
施
設
の

耐
震
化
の
促
進
な
ど
、
備
え
を
よ
り

確
か
な
も
の
に
し
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
た
だ
本
年
が

無
災
害
で
無
事
な
年
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
も
の
で
す
。

さ
て
、
伊
豆
の
国
市
も
誕
生
か
ら

四
年
目
。
一
つ
の
節
目
の
年
に
入
り

ま
す
。
平
成
十
八
年
十
二
月
議
会
で

第
一
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の
議
決
、

平
成
十
九
年
三
月
に
は
上
水
道
基
本

計
画
作
成
、
さ
ら
に
、
平
成
十
九
年

十
二
月
議
会
で
国
土
利
用
計
画
の
議

決
を
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
十

年
間
を
ひ
と
区
切
り
と
し
て
作
成
さ

れ
た
計
画
に
よ
り
行
政
運
営
が
進
め

ら
れ
る
中
で
、
構
想
実
現
の
た
め
に

は
行
政
と
議
会
と
が
力
を
合
わ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
現
在
、
市
当
局
で
は
平
成
二

十
年
度
の
予
算
編
成
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
三
位
一
体
の
改
革
が
進
め

ら
れ
る
と
き
に
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
着
実
に
計
画
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に
発

揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
地
方
分
権
が
今
後
さ
ら

に
推
進
さ
れ
た
な
ら
ば
、
私
た
ち
は

自
ら
の
手
に
よ
っ
て
、
創
造
性
豊
か

で
確
か
な
施
策
を
も
っ
て
、
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

市
の
将
来
像
で
あ
る『
自
然
を
守
り
、

文
化
を
育
む
、
魅
力
ゆ
　
め

あ
る
温
泉
健
康
都

市
』
の
実
現
を
目
指
し
、
市
民
の
声
を

聞
き
、
調
査
・
研
究
を
重
ね
て
審
議
を

深
め
、
施
策
や
事
業
に
反
映
さ
れ
る
提

案
や
行
政
の
計
画
に
適
切
な
指
摘
を
行

い
、
議
会
の
責
任
と
役
割
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
、

市
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
が
、
ご
健

勝
で
ご
活
躍
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新年のごあいさつ

伊
豆
の
国
市
議
会
議
長
　
　

伊
豆
の
国
市
長

ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
に
寄
せ
ら

れ
る
ご
提
案
な
ど
も
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
市
の
重

点
課
題
と
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

知
恵
を
搾
り
創
意
工
夫
を
し
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆

様
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
健
康

と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

明

明

そ
の
昔
、
神
様
が
十
二

支
の
動
物
を
決
め
る
と
き
、

神
様
の
家
の
前
に
来
た
順

番
に
決
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ウ
シ
は
動
き
が
遅

い
か
ら
と
真
っ
先
に
出
か

け
、
一
番
に
門
の
前
に
着

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
門

が
開
け
ら
れ
る
と
き
、
ウ

シ
の
頭
の
上
に
乗
っ
て
い

た
ネ
ズ
ミ
が
ウ
シ
の
前
に

飛
び
出
た
の
で
、
ネ
ズ
ミ

が
一
番
に
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。

今
年
は
子
年

今
年
の
干
支
は
、
第
一

番
目
の
干
支
、『
子ね

（
ネ
ズ

ミ
）』で
す
。『
漢
書
』律
暦

志
に
よ
る
と
、『
子
』は『
孳し

』

（
ふ
え
る
と
い
う
意
味
）
で
、

新
し
い
生
命
が
種
子
の
中

に
兆き

ざ

し
始
め
る
状
態
を
表

し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

動
物
の
ネ
ズ
ミ
も
ま
た
、

そ
の
繁
殖
力
の
強
さ
か
ら

子
孫
繁
栄
の
象
徴
と
さ
れ

て
お
り
、
後
に
、
覚
え
や

す
く
す
る
た
め
に『
子
』に

動
物
の『
ネ
ズ
ミ
』が
割
り

当
て
ら
れ
ま
し
た
。

『
子
』年
に
関
し
て
は
、

こ
ん
な
昔
話
が
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
そ
の
と
き

ネ
コ
も
十
二
支
に
入
れ
て

も
ら
お
う
と
準
備
し
て
い

た
の
に
、
ネ
ズ
ミ
が
集
合

の
日
を
わ
ざ
と
間
違
え
て

教
え
た
た
め
、
十
二
支
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
今
で
も

ネ
コ
は
ネ
ズ
ミ
を
追
い
か

け
回
す
の
だ
そ
う
で
す
。



とき・ところ

１月２８日（月）＊小雨決行

１６：３０～湯らっくす公園

１７：３０～アクシスかつらぎふれあい広場

内　容　中学生による『鵺踊り』、餅まきばらい祭
鵺ぬ

え

伊豆長岡温泉第４３回　

5 ２００８．１．１いずのくに 4２００８．１．１いずのくに

焼きそば、焼きイモ、煮込みおでん、焼き鳥、おにぎり、
しし鍋、チョコイチゴ、シチュー、牛乳の無料配付、牛
乳、ヨーグルト、プリン等の販売、地場野菜、花など

１０：１５～１１：００イチゴシェイク作り教室（無料）
１１：１５～１２：１５イチゴジャム作り教室（２００円）
１０：３０～１１：３０①イチゴ狩り体験ツアー（１，０００円）
１２：３０～１３：３０②　　　　　〃
バター作り体験、花の寄せ植え教室は随時行います。
＊会場で参加整理券を配布する予定です。

お米、エコ米おにぎりなど

平成１９年度『伊豆の国市いちごまつり』と『ＪＡ伊豆の国畜産
まつり』を同時開催します。ご家族そろってお出かけください。

※都合により、内容が変更になる場合があります。
問合せ 韮山支所地域振興課 電話０５５‐９４９‐６８０２

( )

９：３０～１３：３０

JAグリーンプラザ伊豆
の国

＊ＪＡ伊豆の国畜産
まつりは１０：００～１

２：００

＊韮山駅、ＪＡ伊豆の国江間支店には駐車できません。

９：３０　開会式
１０：００　品評会表彰式
１０：３０　いちご早食い競争
１１：００　静岡県警察音楽隊
１２：２０　大抽選会
１３：１５　新春祝い餅のもちまき

時刻 大仁支所 長岡庁舎
JA伊豆の国
江間支店

韮山駅
会　場
到着 発車

９ 00 10 20 25 30 40
10 00 10 20 25 30 40
11 00 10 20 25 30

（往路）

（帰路）

全国の高校生が、伊豆の国市特産の
イチゴ・紅ほっぺを使って『いちごパ
ン』作りを競うコンテストを開催。

（ ）

（ ）10:30～

（ ）

（ ）
問合せ
伊豆の国観光協会
電話０５５‐９４８‐０３０４

あの人気パンがここで買える！

高校生日本一の栄冠は誰の手に？！
（ ）

江
川
邸
と
そ
の
周
辺
を
訪
ね
、

深
い
歴
史
と
優
れ
た
ま
ち
づ
く
り

の
手
法
を
学
び
、
現
在
の
伊
豆
の

国
市
や
伊
豆
の
観
光
・
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま

し
ょ
う
。 フ

ロ
ム
い
ず

申込み・問合せ 「ＦＲＯＭ伊豆」事務局　国土交通省　沼津河川国道事務所　計画課
電話０５５‐９３４‐２００８ ＦＡＸ０５５‐９３４‐２０１９

第１１回・伊豆の国会議

と　き ２月２日（土）１０：３０～１６：３０
ところ　①県立韮山高校『志龍講堂』

②江川邸とその周辺（城池親水公園など）
内　容　講演／工藤雄一郎さん（江川文庫歴史資料管理者）

／谷口博昭さん（国土交通省技監）
江川邸周辺散策（ボランティアガイド付き）

参加費　１，５００円（入館料、弁当・お茶代、保険料など）
申込み方法 １月２５日（金）までに、住所、氏名、連絡

先を明示し電話かＦＡＸで下記へ申し込み

ＦＲＯＭ伊豆は、国土交通省沼津
河川国道事務所が住民の皆さん
と協働で進めている「魅力ある
伊豆地域」づくり事業です。

１２：００～イチゴ販売　
１２：５０～イチゴチャリティー　

時刻 会　場 韮山駅 JA伊豆の国
江間支店 長岡庁舎 大仁支所

13 40 45 50
14 00 10↓

（ ）14:00～

（ ）

（ ）・ （ ）

（ ）13:30～ 藤田弓子トークショー

と　き １月２５日（金）～

３月１０日（月）

ところ 住吉館『孔雀亭』特別展示場

問合せ　伊豆の国観光協会 電話０５５‐９４８‐０３０４



●医療費控除を受ける人
①平成１９年中に支払った医療費の領収書
②高額療養費、出産一時金、保険金、損害賠償金などを
受け取った場合はその金額のわかるもの
＊領収書は病院や診療を受けた人ごとに仕分けして金額を
合計し、便箋

びんせん

やメモ用紙などに整理してきてください。

●社会保険料控除を受ける人
国民年金･健康保険などの支払い金額のわかるもの
＊国民年金保険料については社会保険庁から送付される
控除証明書の提示が必要になります。
証明書などを紛失し納付金額がわからない場合は、社
会保険庁（控除証明専用電話０５７０‐００‐９９１１）または
三島社会保険事務所（電話０５５‐９７３‐１４４４）へお問い
合わせください。

●生命保険料控除･地震保険料控除（旧長期損害　
保険料控除を含む）を受ける人
保険会社等が発行する控除証明書

伊豆の国市で開催する所得税の確定申告全般の受け付けは、次のとおりです。

■ 三島税務署出張相談会 ■

●平成１９年分の給与所得の源泉徴収票または公的
年金の源泉徴収票（配偶者特別控除を受ける場合
は、配偶者の所得がわかるものも必要）
●還付を受ける金融機関の口座番号がわかるもの
（本人名義の口座）、印鑑、筆記用具、計算機

●給与所得者で、雑損控除、医療費控除、住宅
借入金等特別控除を受ける人
●給与所得者で、年の途中で退職して年末調整
ができない人
●給与と年金収入、または年金収入のみの人

●障害者控除を受ける人
障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳、戦傷病者手帳、市町村長が発行する障害者
控除対象者認定書など（本人、扶養親族分）

●住宅借入金等特別控除を受ける人
①住民票の写し
②家屋の登記簿の謄（抄）本
③家屋の売買契約書（写）などで取得価格または
請負代金を明らかにする書類
④住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書
⑤住宅ローンなどにその家屋の敷地ローンも含まれる
場合は、その土地の登記簿謄（抄）本、契約書（写）な
どで土地の取得価格・年月日などを明らかにする書類

＊増改築などの場合は、上記のほか建築確認済
証（写）、検査済証（写）、または増改築等工事
証明書なども必要です。

●雑損控除を受ける人
①災害を受けた資産の明細書
②被災等の証明書
③災害等に関連する支出の領収書

と　き　２月１８日（月）～３月１７日（月）

９：００～１２：００、１３：００～１６：００　＊土・日を除く

ところ　市役所伊豆長岡庁舎、韮山庁舎、大仁庁舎　

平成19年分

所得税の
確定申告

と　　　き　　　 と　こ　ろ

１月２８日（月）
１０：００～１２：００
１３：００～１５：３０

伊豆市修善寺生きいきプラザ 第１・第２会議室

１月２９日（火） 伊豆の国市役所伊豆長岡庁舎 ３階第１会議室

１月３１日（木） 函南町役場 ２階大会議室

確定申告会場では、書類審査に時間がかかるので混雑が予想されます。税務署や市で
は審査をスムーズに行うため、還付申告者を対象に還付申告相談を行います。
相談対象となる人は、確定申告期間前でも申告書の記載・提出ができますので、ぜひ

ご利用ください。

１税源移譲により、税率が変わりました。
２定率減税がなくなりました。
３損害保険料控除がなくなり地震保険料控除が創設されました。しかし、平成１８年１２月３１日までに締結
した長期損害保険契約等については、地震保険料控除の対象にできます。

４バリアフリー改修等住宅借入金特別控除が創設されました。平成１９年４月１日以降に住宅ローン等を利
用してマイホームをバリアフリー改修工事（その工事費用（補助金等をもって充てる部分を除く）が３０万円
を超えるものに限る）を含む増改築等工事を行い、居住の用に供した場合、一定の要件に当てはまれば、
５年間、バリアフリー改修等住宅借入金特別控除を受けることができます。バリアフリー改修等住宅借入
金等特別控除は、住宅借入金等特別控除と選択適用できます。
（対象者）①５０歳以上の人、②要介護または要支援の認定を受けている人、③障害のある人、
④前記②③に該当する人または６５歳以上の親族との同居を常とする人
（控除を受けるための手続き）右ページの住宅借入金等特別控除を受ける人の欄に
記載されている書類以外に次の書類が必要になります。
（イ）対象者が②または④で②に該当する人の場合は、介護保険の被保険者証の写し
（ロ）補助金等の額を証する書類

平成１９年分からの所得税に関する主な改正点

6２００８．１．１いずのくに7 ２００８．１．１いずのくに

区　分 年間支払保険料の合計 控　除　額

（１）地震保険料
５万円以下 支払金額

５万円超 ５万円

（２）旧長期損害保険料

１万円以下 支払金額

１万円超２万円以下 支払金額÷２＋５千円

２万円超 １万５千円

（１）・（２）両方ある場合 － （１）・（２）それぞれの方法で計算した金額の合計（最高５万円）

＊ある１つの損害保険契約等またはある１つの長期損害保険契約等が、上記（１）・（２）の保険契約のいずれ
にも該当する場合は、いずれか１つの契約のみに該当するものして控除額を計算します。

その年に支払った保険料の金額に応じて計算した
金額が控除額です。

と　　き と　こ　ろ

２月６日（水）～１５日（金） ９：００～１２：００
１３：００～１６：００ 伊豆の国市役所伊豆長岡庁舎 ３階第１会議室

■ 市役所相談会 ■

詳しくは三島税務署、市役所税務課にお問い合わせください。

三島税務署　電話０５５‐９８７‐６７１１（自動音声で案内）
市役所税務課　電話０５５‐９４８‐２９１８

確定申告前に申告書の提出ができる

＊２月１２日（火）～３月１７日（月）の間、三島商工会議所で三島税務署相談会も開催。
所得税の確定・還付申告、贈与税・個人事業者の消費税申告を受け付けますのでご利用ください。

所得税の確定申告については、広報２月１日号で詳しくお知らせします。

はじまりま
す！

【問合せ】



宗光寺の矢田智人さんご家族。
後列右から祖父・Łc夫さん、
父・幸雄さん、前列右からご本
人、長男・和博くん（２歳）

皆
さ
ん
は
、『
消
防
団
』の
活
動
を

ど
こ
ま
で
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

彼
ら
は
、
消
防
署
に
勤
務
す
る
、

プ
ロ
の
消
防
士
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

工
事
現
場
で
働
く
作
業
員
、

酒
屋
や
商
店
を
営
む
自
営
業
者
、

牛
の
世
話
や
農
作
物
を
育
て
る
農
家
、

農
協
・
市
役
所
の
職
員
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
本
業
を
別
に
持
ち
な
が
ら
、

『
消
防
団
』と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

身
を
投
じ
て
い
ま
す
。

『
消
防
団
』は
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、

火
災
や
台
風
、
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
、

地
域
の
人
た
ち
を
、

自
分
の
家
族
や
大
切
な
人
た
ち
を
守
る
た
め
、

日
夜
、
訓
練
や
警
備
に
励
ん
で
い
る
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
ん
な『
消
防
団
』の
活
動
を

少
し
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
。

消
防
団
の
存
在
意
義

も
う
何
年
も
前
か
ら
、「
東
海

地
震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、「
今
す
ぐ
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
自
宅

の
火
事
を
消
し
て
く
れ
る
、
家
族

を
救
助
し
て
く
れ
る
プ
ロ
の
消
防

士
は
地
域
に
何
人
い
る
か
、
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？

実
は
、
伊
豆
市
・
函
南
町
を
含

む
広
域
の
『
田
方
消
防
本
部
』
に

は
、
消
防
士
等
が
百
六
十
人
し
か

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、
二
市

一
町
の
総
人
口
は
十
二
万
六
千
人

以
上
。
大
地
震
の
と
き
、
一
人
の

消
防
士
が
八
百
人
近
く
の
住
民
を

支
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
…
？

答
え
は
、「
不
可
能
」で
す
。

活
動
①
火
災
時
の
消
火

だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で

守
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
住

民
に
よ
る
防
災
活
動
の
最
前
線

が
、
消
防
団
な
の
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
消

防
署
が
救
助
し
た
人
数
よ
り
も
、

地
元
消
防
団
が
救
助
し
た
人
数
の

方
が
多
く
、
震
災
直
後
か
ら
多
く

の
消
防
団
員
が
消
火
・
救
助
活
動

や
住
民
の
避
難
誘
導
な
ど
の
活
動

に
従
事
し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し

昨
年
一
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の

間
、
市
内
で
は
三
十
三
件
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
消
防
団
は
火

災
現
場
に
急
行
し
、
消
防
本
部
の

消
火
活
動
を
助
け
ま
す
。
主
に
、

水
利
（
火
を
消
す
た
め
の
水
源
）

の
確
保
や
中
継
、
交
通
整
理
な
ど

後
方
支
援
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
メ
リ
ッ
ト
は
地
区
ご

と
に
分
団
編
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
山
林
火
災
な
ど
で
は
車
の
入

れ
る
道
や
、
最
も
近
い
水
利
な
ど

に
も
熟
知
し
て
い
ま
す
。
迅
速
な

消
火
活
動
に
は
、
地
元
分
団
の
力

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

活
動
②
平
常
時
の
訓
練

て
、
そ
ん
な
地
元
消
防
団
員
の
協

力
要
請
に
多
く
の
住
民
た
ち
が
応

え
た
た
め
、
効
果
的
な
救
助
活
動

等
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

活
動
③
夜や

警け
い

消防団は、消防本部（消防署）と同様に、
市の消防機関の一つであり、その構成員で
ある消防団員は、消防本部等の職員と同じ
地方公務員です。ただし、消防本部等の職
員が常勤の地方公務員であるのに対し、消
防団員は、他に本業を持つ非常勤特別職の
地方公務員になります。平成１８年４月１
日現在、全国には２，５８４団の消防団があ
り、９０７，０００人の団員が活躍しています。

参考までに、伊豆の国市消防団には３９３
人の団員しかおらず（平成１９年４月１日
現在）、定数の７５％を下回っています。消
防団員の主な待遇は、次のとおりです。
●公務災害補償制度
消防団活動中に負傷した場合の補償制度
●退職報償金
一定期間以上勤務し退団した際には、退
職報償金が支払われます。
●被服の貸与
消防団活動に必要な被服が貸与されます。
●表彰制度
職務にあたって功労、功績があった場合
には、表彰されます。

消防団員の待遇

9 ２００８．１．１いずのくに 8２００８．１．１いずのくに

消
防
団
は
、
火
災
・
水
害
・
地

震
な
ど
で
素
早
く
的
確
に
動
け
る

よ
う
、
平
常
時
か
ら
の
訓
練
を
怠

り
ま
せ
ん
。
定
期
行
事
の
水
防
訓

練
や
中
継
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法
、

基
本
動
作
の
規
律
訓
練
な
ど
を
積

み
、
消
防
機
材
等
を
常
に
点
検
・

整
備
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え

て
い
ま
す
。

田方消防本部
消防士等

２市１町
消防団員総数

２市１町の
総人口

（平成１９年４月１日現在）

↑

土
の
う
積
み

←

ポ
ン
プ
車
操
法

冬
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

の
発
生
率
が
高
い
時
期
で
す
。
分

団
に
よ
っ
て
は
、
毎
年
十
二
月
上

旬
〜
翌
三
月
上
旬
に
か
け
て

『
夜
警
や
け
い

』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

団
員
た
ち
は
毎
夜
、
消
防
団
詰
所
つ
め
し
ょ

に
当
番
で
待
機
し
、
ポ
ン
プ
車
や

徒
歩
で
地
区
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
る
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
消
防
団
の
鐘

の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
お
や
す
み

前
に
も
う
一
度
火
の
元
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問合せ　安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２　または伊豆の国市消防団各分団へ



A J
ここは、市内小坂地区の交差点です。大門橋方面①から市

役所本庁方面②に向かう国道４１４号と、三津方面③に向かう
市道が分岐する変則したＴ字交差点です。

（＝大型貨物自動車、特定中型貨物自動車、大型
特殊自動車）を除く車両は、①方面から③方面に

通行できます。一見直進道路に見えるので、方向指示器を出
さないで通行する車両をよく見かけますが、本本線線かからら左左側側のの
支支線線にに出出るるののでで、、左左にに方方向向指指示示器器をを出出ささななけけれればばななりりまませせんん。
また支線から本線に入るので、③方面から②方面へ通行する
場合は左、③方面から①方面へ通行する場合は右に方向指示
器を出します。なお②方面から③方面へは通行できませんの
でご注意ください。
後後続続車車両両やや対対向向車車両両にに明明確確なな意意思思表表示示ををしし、、おお互互いいにに安安全全

にに通通行行ししままししょょうう。。 A J
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ピ
ー
コ

ピ
ー
ス
ケ

雨
の
日
は
歩
い
て
職
場
に

通
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も

足
元
が
び
し
ょ
び
し
ょ
に
濡

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
車
が
通
る
た
び

に
私
に
水
を
か
け
て
い
く
か

ら
で
す
。
気
を
つ
け
て
、
わ

ざ
と
オ
ー
バ
ー
に
横
に
逃
げ

る
の
で
す
が
、
そ
ん
な
の
お

構
い
な
し
に
水
を
跳
ね
上
げ

て
通
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

度
に
運
転
手
さ
ん
に
「
も
っ

と
気
を
つ
け
て
！
」
と
心
の

中
で
叫
ん
で
い
ま
す
。

雨
の
日
は
、
歩
い
て
い
る

人
に
対
し
て
も
思
い
や
り
を

持
っ
て
運
転
し
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
う
思
っ
て
い
る
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

ま
た
い
つ
も
思
う
の
で
す

が
、
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い『
止
ま
れ
』標
識
や

路
面
標
示
の
あ
る
場
所
で

は
、
た
と
え
左
右
か
ら
車
が

来
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
て
も
、
止
ま
る
の
が
当

然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
市
内
在
住
交
通
指
導
員

芹
沢
さ
ん
／
女
性
）

問合せ 安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

アクシスかつらぎ、
韮山時代劇場からの
イベント情報発信！

と　き １月２０日（日）
開場１７：３０開演１８：００

ところ アクシスかつらぎ大ホール
出　演 三遊亭好楽、三遊亭王楽

ケーシー高峰、ＳＡＫＵＲＡ
チケット 【全席指定】Ｓ席３，５００円

Ａ席２，５００円
＊未就学児の入場はできません。
＊チケット好評販売中！
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

と　き ３月２３日（日）
１回目：開場１０：３０開演１１：００
２回目：開場１４：００開演１４：３０

ところ 韮山時代劇場大ホール
チケット 【全席指定】

一般１，０００円
中学生以下５００円

＊チケット好評販売中！
問合せ　韮山時代劇場

電話０５５‐９４９‐８６００

伊豆の国市出身のピアニスト『海瀬京子』さんと、伊豆
フィルハーモニー管弦楽団によるコンサートです。第１
部はピアノソロ、第２部はピアノコンチェルを行います。
と　き ３月９日（日）開場１３：３０開演１４：００
ところ アクシスかつらぎ大ホール
出　演 海瀬京子（ピアノ）

伊豆フィルハーモニー管弦楽団
チケット【全席自由】一般１，０００円

高校生以下５００円
＊未就学児の入場はできません。
チケット販売日 １月１９日（土）
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

女優　藤田弓子さんを座長として活動する韮山時代劇
場付属劇団『いず夢』も創立から１０年を迎えました。
今回は平成１７年１月に行われた公演を、ミュージカ

ル版にリメイクしたものです。時代劇とは違った『いず
夢』のミュージカルをお楽しみください。
と　き ２月２３日（土）開演１９：００

２月２４日（日）開演１４：００
ところ 韮山時代劇場大ホール
チケット 【全席指定】一般２，０００円

高校生以下１，０００円
チケット販売日 １月６日（日）
チケット販売所　韮山時代劇場
＊この公演は、右記の販売所ではチケット販売しません。
問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

１２日（土）に伊豆の国市から、長岡中学生が『鵺
おどり』を披露します。入場無料。
と　き １月１２日（土）、１３日（日）

開場１２：００開演１３：００
ところ キラメッセぬまづ
問合せ ふじのくに伝統文化フェスティバル実行

委員会事務局　電話０５４‐２２１‐２８５６

あ
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
頭
に

当
た
り
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
各
種
団
体
、
関
係
機
関

の
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

の
お
か
げ
で
、
当
市
は
、
十
月

十
四
日
付
け
で
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
連
続
三
百
日
を
達
成
し
、

交
通
安
全
優
良
市
と
し
て
表
彰

を
受
け
、
誠
に
名
誉
な
こ
と
と

思
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
の
交
通
事
故
の

市
内
各
種
行
事
で
の
交
通
指
導

な
ど
、
交
通
指
導
員
と
し
て
の

誇
り
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
ち
た
い
と

い
う
強
い
思
い
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
安
全
で

安
心
な
『
伊
豆
の
国
市
』
を
築
き

ま
し
ょ
う
。

状
況
を
県
内
全
般
に
見
ま
す
と
、

平
成
十
八
年
に
比
べ
事
故
件
数
・

死
者
数
・
負
傷
者
数
と
も
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
当

市
に
お
い
て
は
、
死
者
数
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
事
故
件
数
・

負
傷
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

道
幅
の
狭
い
交
差
点
で
の
事
故

な
ど
、
お
互
い
に
ル
ー
ル
を
守

っ
て
い
れ
ば
防
げ
る
事
故
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
交
通
事
故
が

発
生
す
る
と
、
被
害
者
も
加
害

者
も
家
族
も
悲
惨
な
思
い
を
し

ま
す
。
免
許
証
を
初
め
て
手
に

し
た
時
の
『
初
心
』
に
戻
っ
て
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
罰
則
強
化
等
、

規
則
が
厳
し
く
な
っ
て
も
違
反

者
や
事
故
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

『
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
』
と
思
っ

て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
事
故
を
起
こ
し
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
す
。
未
然
に

防
ぐ
安
全
対
策
と
自
分
自
身
の

『
目
標
』
を
立
て
た
ら
良
い
と
思

い
ま
す
。

現
在
、
交
通
指
導
員
は
六
十

二
人
と
な
り
、
朝
の
登
校
時
や

②方面から見た交差点
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経
済
産
業
省
が
、
日
本
の
近
代

化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
産

業
遺
産
を
三
十
三
の
ス
ト
ー
リ
ー

に
分
け
、
全
国
で
四
百
五
十
個
所

を
認
定
し
ま
し
た
。
新
た
な
魅
力

あ
る
観
光
資
源
と
し
、
地
域
活
性

化
の
『
種
』
に
し
よ
う
と
い
う
も

の
。そ

の
一
つ
に
選
ば
れ
た
の
が
、

韮
山
反
射
炉
（
国
指
定
史
跡
）
で

す
。
ス
ト
ー
リ
ー
一
の
『
近
代
技

術
導
入
事
始
め
』、
海
防
を
目
的

と
し
た
近
代
欽
明
期
の
技
術
導
入

の
歩
み
を
物
語
る
近
代
化
遺
産
群

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

経済産業大臣から市長が認定プレートを受け取りました

市
営
温
泉
施
設
『
め
お
と
湯
の

館
』
は
、
十
二
月
二
日
に
延
べ
入

館
者
百
五
十
万
人
を
達
成
し
、

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

節
目
の
入
館
者
に
記
念
品
と
花

十
一
月
三
十
日
に
、
横
浜
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
で
認
定
プ
レ
ー
ト
授
与

式
が
行
わ
れ
、
市
長
が
甘
利
経
済

産
業
大
臣
か
ら
認
定
証
・
認
定
プ

レ
ー
ト
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
ご
と
に
複
数
の
産
業
遺

産
を
地
域
や
産
業
発
展
の
歴
史
を

知
る
ス
ト
ー
リ
ー

で
結
び
、
周
遊
コ

ー
ス
と
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

認
定
プ
レ
ー
ト

は
（
下
）、
韮
山
反

射
炉
内
に
設
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。

できたてのそばを多くの人が味わいました

百
五
十
万
人
目
と
な
っ
た

福
島
さ
ん
ご
夫
妻

碓井代表（後列左）とともに、健闘を誓う選手たち

実
行
委
員
な
ど
が
、
段
ボ
ー
ル
甲
冑

姿
で
応
援

十
二
月
九
日
に
浮
橋
の
そ
ば

の
里
ま
つ
り
が
、
新
築
し
た
ば

か
り
の
浮
橋
公
民
館
前
広
場
で

行
わ
れ
、
地
元
産
の
そ
ば
を
求

め
て
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。

こ
の
お
祭
り
は
、
毎
年
浮
橋

産
の
そ
ば
粉
を
使
用
し
、
浮
橋

区
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

収
穫
祭
。
そ
ば
や
猪
肉
カ
レ
ー
、

も
ち
、
農
産
物
の
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

車いす利用者をサポートしてバス乗車体験

束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

百
五
十
万
人
目
の
入
館
者
と

な
っ
た
の
は
、
清
水
町
の
福
島

さ
ん
ご
夫
妻
。
三
、
四
年
前
か

ら
同
館
を
利
用
し
て
い
る
と
い

う
二
人
は
「
こ
こ
は
湯
が
良
く
、

の
ん
び
り
で
き
る
場
所
で
、
二

人
で
週
に
何
回
も
来
る
。
こ
れ

か
ら
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

同
館
は
、
平
成
五
年
六
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、
年
間
十
万
人
ほ

ど
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

ゴール後の伊豆の国市の代表選手たち

韮
山
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
三
ペ
ア

が
、
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
予

選
で
四
位
以
内
に
入
り
、
来
年
行
わ
れ
る
全

国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。
選
手

た
ち
は
、
十
一
月
二
十
九
日
に
市
長
に
出
場

報
告
を
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
出
場
す
る
の
は
、
五
年
女
子

の
部
に
池
谷
さ
ん
・
梅
原
さ
ん
組
、
四
年
以

下
男
子
の
部
に
矢
田
さ
ん
・
室
伏
さ
ん
組
、

四
年
以
下
女
子
の
部
に
鈴
木
さ
ん
・
遠
藤
さ

ん
組
で
、
池
谷
・
梅
原
組
は
、
二
年
連
続
の

出
場
と
な
り
ま
し
た
。

市
長
は
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
、「
苦

し
い
と
き
は
相
手
も
同
じ
よ
う
に
苦
し
い
。

強
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
い
る
と
き
は
、
相
手

も
そ
う
思
っ
て
い
る
。
気
持
ち
で
負
け
な
い

よ
う
に
」と
激
励
し
ま
し
た
。

十
二
月
一
日
に
、
静
岡
県
市
町

村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
静
岡
市

で
開
か
れ
、
伊
豆
の
国
市
は
市
の

部
で
十
四
位
で
し
た
。

今
年
は
小
学
校
女
子
の
部
が
加

わ
り
、
十
一
人
で
た
す
き
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。
七
月
か
ら
練
習
を
重

ね
た
選
手
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

力
を
発
揮
し
、
二
時
間
二
十
三
分

二
十
六
秒
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

沿
道
で
は
、
実
行
委
員
会
事
務

局
な
ど
が
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

姿
で
応
援
。『
早

雲
の
如
く
疾は
し

れ
！
』
と
い
う
上
り

旗
が
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
一
日
、
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
韮
山
南
小
五
年
生

は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
に

よ
る
『
車
い
す
の
使
い
方
』
な
ど

を
受
講
し
た
後
、
市
役
所
や
伊
豆

長
岡
駅
で
、
ア
イ
マ
ス
ク
や
高
齢

者
疑
似
装
置
（
腕
や
足
が
曲
が
り

に
く
く
な
る
器
具
や
お
も
り
）
を

装
着
し
て
、
バ
ス
や
電
車
の
乗
降

等
を
体
験
し
ま
し
た
。
切
符
の
受

け
渡
し
や
階
段
の
上
り
下
り
な

ど
、
想
像
以
上
に
苦
労
し
て
い
ま

し
た
。

参
加
者
は
障
害
の
あ
る
人
の
大

変
さ
を
体
験
し
、
サ
ポ
ー
ト
の
必

要
性
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。



重
要
文
化
財
江
川
家
住

宅
（
江
川
邸
）
に
伝
わ
る
三

点
の
県
指
定
文
化
財
。
十

二
月
号
で
は
、
そ
の
一
つ

『
絹
本
け
ん
ぽ
ん

淡
彩
た
ん
さ
い

江
川
坦
庵
た
ん
な
ん

自

画
像
』
を
紹
介
し
ま
し
た
。

続
い
て
今
回
は
、『
富
士

山
画
賛
が
さ
ん

』
（
紙
本
墨
書
、

江
川
英
龍
画
）
を
と
り
あ

げ
ま
す
。

こ
の
絵
が
描
か
れ
た
の

は
、
弘
化
こ
う
か

元
年
（
一
八
四

六
）
か
ら
嘉
永
か
え
い

三
年
（
一
八

五
〇
）
頃
の
こ
と
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
天
保
の

改
革
の
挫
折
と
老
中
水
野
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今月の

新着本

｢東京駅之介｣

火田良子／講談社

昭和２４年東京駅の便
所に捨てられた赤子
は、東京駅之介と名づ

けられた。今日生きるか、明日死ぬ
か。戦後の混乱の中、東京駅で眠り、
飯を食う「団塊の世代」の少年時代。

【長岡図書館所蔵】

「いつか、キャッチボ

ールをする日」

鯨統一郎／ＰＨＰ研究所

３６歳のベテラン選手
と、心臓病のひとり息

子との約束は、クライマックスシリ
ーズでのホームラン。だが、「明日
の試合、絶対に打たないでください」
という電話が…。【中央図書館所蔵】

人斬り稼業から島原遊郭の番所詰
めとなり、刀を捨てた与右衛門。
廓内で起こる厄介事を次々に解決
してゆく艶物時代ミステリー。き
らびやかな遊郭の生の生活が垣間
見える。 【中央・韮山図書館所蔵】

「廓
くるわ

の与右衛門控え帳」
中嶋隆／小学館

｢いのちの記憶｣

岩合光昭／世界文化社

地球上のすべての地域
をフィールドに、野生
動物を撮り続ける著者

のフォトエッセイ集。確実に減少す
る自然をみつめ、懸命に生きる野生
動物のいのちの輝きを伝える厳選
１００枚。 【韮山図書館所蔵】

｢Ｈｅｌｌｏ，ＣＥＯ．｣

幸田真音／光文社

藤崎翔は外資系会社の
大規模なリストラ計画
を機に、信頼する上司

や同僚たちと５人でベンチャー企業
を立ち上げる。夢は自分の手で引き
寄せる！新米社長の熱血ビジネス・
ストーリー。【韮山・長岡図書館所蔵】

「和の行事えほん

秋と冬の巻｣

ł�野紀子

あすなろ書房

重陽の節句、七五三、年越し、節分
…由来と意味を知れば、季節の行事
はますます楽しくなる！日本人なら
知っておきたい和の伝統行事と季節
のたのしみ。 【中央図書館所蔵】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日１月１日（火）～４日（金）
７日（月）･１４日（月）
１５日（火）･２１日（月）
２５日（金）･２８日（月）

問合せ

【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日１月１日（火）～４日（金）
７日（月）･１４日（月）
１５日（火）･２１日（月）
２５日（金）･２８日（月）

【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日１月１日（火）～４日（金）
９日（水）･１４日（月）･１６日（水）
２３日（水）･２５日（金）
３０日（水）

２００８．１．１いずのくに

県指定文化財紹介６

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その33

伊豆の国市・伊豆市・函南町の文化協会で構成する田
方文化協会連絡協議会では、毎年さまざまな文化・芸
術のジャンルの中から発表するものを選び、市民の文
化活動をアピールしています。今年は手工芸展を開催
します。会員の力作・労作をぜひご鑑賞ください。入
場無料。
と　き １月１８日（金）１２：００～１７：００

１９日（土）９：００～１７：００
２０日（日）９：００～１５：００

ところ　伊豆市生きいきプラザ大ホール
問合せ　社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１
伊豆の国市文化協会（西山） 電話０５５８‐７６‐４０３６

介護する人、される人のために

図書館には、さまざまな立場から書かれ
た介護の体験記があります。たとえば…

「寡黙なる巨人」
脳梗塞で倒れた世界的免疫学者多田富雄自身によるリハビリ
闘病記とエッセイ。【中央図書館所蔵】
「わたしの介護ノート」
各界の著名人が実際に体験した家族介護・認知症・乳がんな
ど様々な症例。【韮山図書館所蔵】
「痴呆の母を看取って」
遠距離介護５年間の軌跡を綴ったドキュメント。【長岡図書
館所蔵】

「介護体験記　汗かきべそかき恥かき日記」
認知症老人介護の家族に勇気を与える１冊。
【中央図書館所蔵】

中央図書館の生活コーナーには、介護の棚を設け、介護法・介護機器・食事
など実際に役立つ本も集めてあります。ちょっとした工夫や心構えを知ること
で、介護する側される側のお互いが楽になれるかもしれません。

忠
邦
の
失
脚
に
と
も
な
っ
て
、
水

野
に
抜
擢
さ
れ
て
活
躍
し
て
い
た

英
龍
は
、
幕
府
政
治
の
第
一
線
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
こ
の
時
期
の
英
龍
は
、
多

く
韮
山
の
江
川
邸
に
あ
っ
て
、
全

国
の
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
人

材
に
、
西
洋
砲
術
を
伝
授
す
る
こ

と
に
専
心
し
て
い
た
の
で
す
。

通
称
『
韮
山
塾
』
と
呼
ば
れ
た

こ
の
塾
で
は
、
書
物
に
よ
る
学
科

の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
西

洋
式
の
小
銃
を
用
い
た
山
猟
（
泊

ま
り
が
け
で
山
に
入
り
、
鹿
や
猪

な
ど
を
狩
る
）
が
、
盛
ん
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
英
龍

自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
塾
生
た
ち

を
率
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

英
龍
は
、
山
猟
に
行
く
と
き
に

は
必
ず
紙
と
筆
墨
を
携
帯
し
ま
し

た
。
仕
留
め
た
獲
物
を
ス
ケ
ッ
チ

し
た
り
、
心
に
浮
か
ん
だ
詩
想
を

書
き
留
め
た
り
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
絵
も
、
南
箱
根
へ
山
猟
に

出
か
け
た
折
り
に
描
か
れ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
の
と
お
り
、

朝
も
や
の
中
か
ら
屹
立

き
つ
り
つ

す
る
富
士

山
の
姿
が
、
迷
い
の
な
い
大
胆
な

筆
勢
で
描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
頂
が
雪
で
白
く
覆
わ
れ
て
い
る

の
で
、厳
寒
期
の
風
景
で
し
ょ
う
。

し
か
し
こ
の
作
品
は
、
た
だ
単
に

富
士
山
を
描
い
た
だ
け
の
、
お
め

で
た
い
絵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
は
、
画
面
左
上
に
付

『冨士山画賛』

さ
れ
た
賛

に
表
さ
れ
て

い
ま
す
。「
富
士
の
高
嶺
た
か
ね

は
、
さ

し
初
め
た
朝
日
で
早
く
も
明
る
く

輝
い
て
い
る
が
、
ふ
も
と
の
里
は

ま
だ
深
い
夜
の
中
に
あ
る
」。

激
し
く
動
い
て
い
る
世
界
情
勢

の
中
で
、
日
本
の
夜
明
け
、
と

る
べ
き
道
は
見
え
て
き
て
い
る

と
い
う
の
に
、
里
、
つ
ま
り
政

治
を
動
か
す
者
た
ち
は
、
ま
だ

深
い
夜
の
中
で
眠
っ
た
ま
ま
、

そ
れ
に
気
づ
か
ず
に
い
る
。

こ
の
絵
に
は
、
幕
末
と
い
う
激

動
の
時
代
に
あ
っ
て
日
本
と
い
う

国
の
未
来
を
見
据
え
、
現
状
を
心

か
ら
憂
え
た
江
川
英
龍
の
真
情
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

指定区分 県指定文化財（絵画）
指定名称 富士山画賛
指定年月日 昭和４３年３月１９日
製作年代 江戸時代後期
製作者 江川太郎左衛門英龍（坦庵）
所蔵者 江川家

手芸作品（今年の市民文化祭）
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●
歯
周
病
予
防
対
策
委
員
会
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
『
歯
周
病
』

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
、
普
及
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
十
一
月
十
七
日
に

市
役
所
大
仁
庁
舎
で
行
わ
れ
た
伊

豆
の
国
市
産
業
祭
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
委
員
会
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
チ
ラ
シ
や
歯
ブ
ラ
シ
を

配
布
し
、
配
り
始
め
て
か
ら
三
十

分
で
三
百
人
分
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
の
大
盛
況
。
会
場
に
い

た
親
子
連
れ
や
若
者
、
お
年
寄
り

な
ど
多
く
の
人
に
歯
周
病
を
知
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
地
域

で
の
講
演
会
な
ど
の
活
動
を
続
け

て
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
歯
周
病

の
チ
ラ
シ
や
歯
ブ
ラ
シ
を
配
布
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
一
月
二
十
四
日
（
木
）
九
時
〜

十
一
時
、
大
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
で

歯
周
疾
患
検
診
（
受
診
無
料
）
を

実
施
し
ま
す
。
歯
周
病
の
予
防

に
は
、
定
期
的
な
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
か
か
り

つ
け
の
歯
科
医
院
が
な
い
人
、

歯
医
者
さ
ん
は
行
き
に
く
い
と

い
う
人
で
今
年
度
ま
だ
検
診
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
！
予
約
制
で
す
の
で
、

希
望
者
は
健
康
づ
く
り
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
次
回
は
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

その８
チラシや歯ブラシでＰＲ！

産業祭での普及啓発活動のようす

問合せ　健康づくり課
電話０５５８‐７６‐８０１４

16２００８．１．１いずのくに

子
ど
も
の
好
き
な
果
物
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
と
い
え
ば
、
イ

チ
ゴ
。
し
か
も
自
分
で
採
っ

て
、
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ

る
な
ん
て
、
子
ど
も
に
と
っ

て
は
夢
の
世
界
で
す
。

そ
の
夢
を
か
な
え
て
く
れ

る
の
が
市
内
三
カ
所
の
イ
チ

ゴ
狩
り
セ
ン
タ
ー
。
今
月
二

日
（
水
）
に
は
全
て
の
セ
ン
タ

ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

イ
チ
ゴ
狩
り
で
食
べ
ら
れ

る
品
種
は
主
に
『
章
姫
あ
き
ひ
め

』。
ス

ー
パ
ー
な
ど
の
市
販
で
は
『
紅べ
に

ほ
っ
ぺ
』
が
主
流
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
イ
チ
ゴ
狩
り
で

は
ま
だ
ま
だ
こ
の
品
種
が
多

い
よ
う
で
す
。『
章
姫
』
の
特

徴
は
、
実
が
や
わ
ら
か
く
、

と
に
か
く
甘
い
と
い
う
こ
と
。

酸
っ
ぱ
い
の
が
苦
手
な
小
さ

な
お
子
さ
ん
で
も
、
安
心
し

て
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
ま
す
。

開
園
期
間
は
五
月
上
旬
ま

で
、
料
金
は
時
期
に
よ
っ
て

一
人
千
八
百
円
〜
七
百
円

（
二
歳
以
下
無
料
）。
入
園
か

ら
三
十
分
間
食
べ
放
題
な
の

で
、
大
人
で
も
お
腹
い
っ
ぱ

い
。
イ
チ
ゴ
が
一
番
お
い
し

い
時
期
は
今
月
ご
ろ
だ
と
か
。

息
子
さ
ん
や
娘
さ
ん
と
一

緒
に
『
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
』
な
休

日
、
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

イベント等で配るチラシや歯ブラシ

今
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
ば
か
り

島
田
し
ま
だ

雅
紀
ま
さ
の
り

伊
豆
の
国
市
成
人
式
実
行
委
員

さ
ん

ＭＹ　ＷＡＹ

＊成人式は、一般参加も大歓迎。「あのころの気持
ちを思い出したい」というあなた、どうぞご参加
ください。
１月１３日（日）１０：００～　アクシスかつらぎ

「
成
人
式
は
、
一
生
に
一
度
。

楽
し
ん
で
、
感
動
し
た
い
。
一
人

で
も
多
く
の
人
に
参
加
を
」。
実

行
委
員
会
は
今
、
世
界
に
一
つ
し

か
な
い
成
人
式
を
企
画
中
。

島
田
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
す
る

『
大
人
』
は
、
仕
事
に
直
結
し
て

い
ま
す
。「
仕
事
に
就
け
ば
、
大

人
に
な
っ
た
と
実
感
す
る
と
思

う
」
と
、
四
月
か
ら
始
ま
る
『
大

人
』生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

電
車
の
中
で
電
話
を
す
る
な

ど
、
公
共
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
の

が
大
嫌
い
。「
都
会
で
は
、
そ
れ

を
見
て
見
ぬ
ふ
り
。
当
た
り
前
の

こ
と
を
、
当
た
り
前
に
守
る
の
が

大
人
で
す
！
見
本
に
な
れ
る
人
に

な
り
た
い
」と
話
し
ま
す
。

「
や
っ
ぱ
り
ね
」。
成
人
式
実

行
委
員
会
で
再
会
し
た
長
中
同
窓

生
た
ち
は
、
彼
の
就
職
内
定
先
を

聞
い
て
口
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
乗
り
物
が
大

好
き
だ
っ
た
と
い
う
彼
が
選
ん
だ

仕
事
は
、
鉄
道
会
社
。
三
月
に
、

観
光
専
門
学
校
の
航
空
運
輸
学
科

を
卒
業
し
ま
す
。

「
大
人
に
な
り
か
け
」
と
自
ら

を
称
し
た
彼
は
、「
鉄
道
運
転
士

に
な
る
」
と
い
う
夢
の
出
発
点
に

立
っ
た
と
い
う
興
奮
を
胸
に
、
成

人
式
を
迎
え
ま
す
。

市では、子育てを支援する『地域子育て支援センター』を３カ
所開設しています。
親子で来園して楽しく遊んだり、友達を作ったり、保護者の

育児情報交換の場としてご利用ください。市内に住所があり、
小学校就学前までの幼児と保護者なら、どなたでも無料で利用
できます。
また『子育て相談』もありますので、お気軽にどうぞ。

（ひまわり保育園大仁分園
地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１ 電話０５５８‐７６‐１１７３
月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００
＊１月１日（火）～１月３日（木）休み

８日（火）正月遊び
１１日（金）交通安全教室
１６日（水）リズム遊び
１８日（金）製作
２１日（月）誕生会
２３日（水）避難訓練
２５日（金）クリーン作戦
２９日（火）防犯訓練
３１日（木）絵本の読み聞かせ
■行事の時間はいずれも午前中

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２
月～金９：００～１７：００（祝日除く）
（園庭開放は９：００～１１：３０）
＊１月１日（火）～１月４日（金）休み

１６日（水）親子リズムあそび
（事前申し込みが必要）

●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●相談専用電話では、子育ての悩
み相談に、専門の保育士が応じ
ます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

（地域子育て支援センターすみれ）
四日町２３４‐１電話０５５‐９４９‐０８２３
月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００
＊１月１日（火）～１月３日（木）休み

７日（月）絵本の読み聞かせ
９日（水）人形劇
１１日（金）リズム遊び
１６日（水）救急法講習会
１８日（金）避難訓練
２２日（火）製作
２４日（木）誕生会
２９日（火）身体測定
３１日（木）クリーン作戦
■行事の時間はいずれも午前中

詳しくは各園まで
お問い合わせ
ください。

お
い
し
い
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チ
ゴ
が
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題
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イ
チ
ゴ
狩
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そ
の
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３歳以上には練乳が渡されま
す。でもなくても十分甘い！

問
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江
間
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ち
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合
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ます。菜の花のライトアップ（２月
末まで）も行いますので、ぜひ井田
の菜の花畑へ足を運んでください。
とき／１月２０日（日）９：００～１２：００
ところ／沼津市井田菜の花畑横
問合せ／井田民宿組合　
電話０５５８‐９４‐３２６３
沼津市観光交流課　電話０５５‐９３４‐
４７４７

第２６回裾野市消費生活展
『くらしの安全』をテーマにした展
示や発表をします。
とき／１月２６日（土）・２７日（日）
１０：００～１６：００
ところ／ベルシティ裾野３階ベルホール
内容／機能性食品・新しい繊維につ
いて、製品事故の事例について、非
常持出し品・備蓄品などの展示、エ
コカード抽選会（２７日のみ）など
問合せ／裾野市商工観光室　
電話０５５‐９９５‐１８５７

に、市内１４カ所のお稲荷さんを巡
るツアー（徒歩で約２時間）。
問合せ／三島市商工振興課　
電話０５５‐９８３‐２６５５

泉のまち音楽会
清水町公民館ホールで行います。

気軽にお越しください（入場無料）。
①宮崎青畝 新春尺八コンサート

とき／１月１９日（土）１９：００～２０：３０
演奏曲目／心月、虚空、過ぎ去りし
夏の日よ など
②瀬川良夫 石笛コンサート

とき／１月２６日（土）１４：００～１５：３０
演奏曲目／音霊、さすらいの旅、嘆
きの聖母 など
①②問合せ／清水町公民館
電話０５５‐９７２‐６６７８

井田の菜の花まつり
漁師鍋（みそ汁）、菜の花の天ぷら、
風船等の無料配布、地場産品直売
（みかん、野菜、しいたけ等）を行い

井上靖生誕百年記念祭
『ファイナルステージ』
皆さんお誘い合わせの上ご来場く

ださい（入場無料）。
とき／１月２７日（日）１０：００～１２：３０
ところ／天城温泉会館（伊豆市湯ヶ
島１７６‐２）
内容／井上靖の墓参り、翻訳家・池
田香代子さん記念講演（『世界がもし
１００人の村だったら』を翻訳出版し
た池田さんが、井上作品の魅力を語
ります）、井上靖作品読書感想文コン
クール最優秀賞作品の発表と表彰
問合せ／井上靖生誕百年記念祭実行
委員会事務局（伊豆市生涯学習課内）
電話０５５８‐８３‐５４７６

新春開運初午ツアー
初午ツアーの参加者を募集します

（当日現地集合・参加無料）。
とき／２月１０日（日）＊小雨決行
（１０：００～１１：００三嶋大社で受付）
内容／三嶋大社をスタート＆ゴール

月平均２８，０００件（平成１９年１２月現在）のアクセスを数える、市
ホームページのトップページに掲載するバナー広告を募集します。
バナー広告とは、ホームページに掲出するバナー（広告画像）から、

指定するホームページにリンクするものを言います。応募方法は、ホ
ームページでご確認ください。

ホームページアドレス　http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/

保 険 料 所 得 割 額

＊基礎控除後の総所得
金額等×所得割率

均 等 割 額

所得割率 ６．８４％
均等割額 ３６，０００円
賦課限度額 ５００，０００円

平成２０年４月１日から、７５歳以上の人（６５歳以上の一定の障害を持つ人を含む。）を対象に、後期高齢者医療制
度が始まり、被保険者一人ひとりが保険料を納めることになります。ほとんどの人が、従来の国民健康保険税から切
り替えとなります。また、保険料率は都道府県によって異なり、２年ごとに静岡県後期高齢者医療広域連合が定めま
す。なお、低所得世帯の人などには軽減措置があります。

保険料はいくら？

保険料の計算方法は？
保険料は、被保険者の所得に応じて負担する所得割額と、被

保険者すべてが同じ額で負担する均等割額の合計となります。

＊所得割額の算定の基礎となる所得（基礎控除後の総所得金額等）は、
国民健康保険税の所得割額の算定の基礎となる所得と同じです。

保険料率と額は？
１１月の広域連合議会で、保険料率等を規定

する条例が可決され、保険料率などは次のと
おり決定しました。

平成２０・２１年度の保険料率・額など（年間）

どんな保険料の軽減があるの？
■所得の少ない世帯の被保険者は…　　均等割額が次のとおり軽減されます。

同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計額 均等割額の軽減

「基礎控除額（３３万円）」を超えないとき ７割

「基礎控除額（３３万円）＋２４．５万円×世帯主を除く被保険者数」を超えないとき ５割

「基礎控除額（３３万円）＋３５万円×被保険者数」を超えないとき ２割

Ａ／Ｂさんの
所得額

Ａ／Ｂさんの
年金収入額

Ａさんの
保険料

Ａさんの配偶者
の保険料

Ｂさんの
保険料

均等割額の軽減

３３万円以下 １５３万円以下 １０，８００円 １０，８００円 １０，８００円
７割

４８万円 １６８万円 ２１，０００円 １０，８００円 ２１，０００円

７２万５千円 １９２万５千円 ４５，０００円 １８，０００円 ５５，８００円 Ａさん：５割
Ｂさん：２割

８３万円 ２０３万円 ６３，０００円

２８，８００円

６３，０００円 ２割

８８万円 ２０８万円 ６６，４００円 ７３，６００円Ａさん：２割
Ｂさん：軽減なし１１８万円 ２３８万円 ８６，９００円 ９４，１００円

１６０万円 ２８０万円 １２２，８００円

３６，０００円

１２２，８００円

軽減なし

２００万円 ３２０万円 １５０，２００円 １５０，２００円

２５０万円 １８４，４００円 １８４，４００円

３００万円 ２１８，６００円 ２１８，６００円

４００万円 ２８７，０００円 ２８７，０００円

５００万円 ３５５，４００円 ３５５，４００円

＊年金以外の所得があるときは、所得の合計額が基礎となります。

■被用者保険の被扶養者は…
「健康保険組合などの被用者保険の被保険者である子
どもと同居している」など、被用者保険の被扶養者とし
てこれまで保険料を負担しなかった人の保険料は、後期
高齢者医療制度に加入したときから２年間、前年の所得
の有無に関わらず所得割額は賦課されず、５割軽減（所

夫婦ともに被保険者
の二人世帯の世帯主

収入は
基礎年金のみ

一人世帯の
被保険者

得の少ない世帯の７割軽減に該当するときは７割軽減）
した均等割額のみとなります。
ただし、平成２０年度の均等割額は、４月から９月分

は０円、１０月から翌年３月分は９割軽減した額になり
ます。

バナー広告欄（７枠を予定）

平成２０年度　バナー広告公募

問合せ 市役所秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

掲載期間 第１期　平成２０年４月１日（火）～平成２０年７月３１日（木）の４カ月間
第２期　平成２０年８月１日（金）～平成２０年１１月３０日（日）の４カ月間
第３期　平成２０年１２月１日（月）～平成２１年３月３１日（火）の４カ月間

掲 載 料 各期とも１枠６０，０００円
応募方法 １月４日（金）～２月１５日（金）までの９：００～１７：００（閉庁日を除く）に

ホームページからダウンロードした申請書等に必要事項を記入し、持参ま
たは郵送（締切日必着）で提出

問合せ　国保年金課　電話０５５‐９４８‐２９０５
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①各９：３０～１０：３０、②各１０：３０
～１１：３０
ところ／あやめ会館
講師／原幸子さん（日本マタニティ
ビクス協会ＢＢインストラクター）
参加料／各６００円（２回分）
定員／各１０組（定員になり次第締切）
申込み締切／２月８日（金）
申込み・問合せ／市役所社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

近年、食の安全が気がかりだ、食
べる野菜は自分で作りたい、リタイ
ヤ後は農業をやりたいなど、団塊の
世代や中高年層の農業への期待が高
まっています。講座では「農地がなく
ても農業をする方法」等を教えます。
とき／１月１６日（水）、２月７日（木）
の各１０：００～１２：００（全２回）
ところ／沼津労政会館
対象／家庭菜園や農業をはじめたい人
参加料／１回５００円
定員／５０人（定員になり次第締切）
問合せ／県東部農林事務所農業振興
部　電話０５５‐９２０‐２１５６
問合せ・申込み／ＮＰＯ法人ＩＢＡ未
来塾　電話・ＦＡＸ０５５‐９６７‐１３０９

とき／１月２６日（土）１３：００～１６：００
ところ／韮山時代劇場大ホール
内容／講演『医・食・農の結合を求め

お・知・ら・せ

甘いものが恋しい季節。誰でも簡単
に作れるチョコレートレシピを教えま
す。スイーツ好きの男性も大歓迎です。
とき／２月９日（土）１３：３０～１５：３０
ところ／韮山農村環境改善センター
対象／小学校高学年～一般成人男女
講師／日景由紀代さん（社会教育指導員）
参加料／８００円程度（多少変更する
ことがあります）
定員／１５人（定員になり次第締切）
申込み締切／２月１日（金）
申込み・問合せ／市役所社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

全２回の講座でベビーマッサージと
赤ちゃん体操を学びます。肌と肌のふ
れあいで、お母さんも赤ちゃんもゆっ
たりとした気持ちに。オイルは使用し
ないので安心です。お母さんのための
アフタービクスも教えます。
対象／①２月１日現在で４～６カ月
の赤ちゃん（＊首が据わっていること）
とその母親、②同じく７～１２カ月の
赤ちゃんとその母親
＊対象外の幼児は同伴できません。
とき／２月１５日（金）・２９日（金）

て』（医学博士・竹熊宣孝さん）、講演
『自分でできる腰痛予防体操講座』（フィ
ジカルカウンセラー・宮本摩知さん）ほか
入場料／無料
申込み・問合せ／ＮＰＯ法人自然と共
生を考える会 電話０５５‐９７３‐０９９１

①堀越保育園（四日町）の保育士

勤務条件／月～土曜日のうち５日、７：
３０～１８：００のうち８時間（週４０時
間・月２２日・ローテーション勤務）
業務問合せ／堀越保育園
電話０５５‐９４９‐３２７７
②田京幼稚園（田京）の教諭

勤務条件／月～金曜日８：１５～１７：００
（日８時間・週４０時間・月２２日）
業務の問合せ／田京幼稚園　
電話０５５８‐７６‐１４３０　
①②共通項目

任用期間／２月１日（金）～３月３１日（月）
時給／１，０２０円
その他／社会保険あり、雇用保険なし
申込み方法／１月１５日（火）までに
履歴書（Ａ３版・写真貼付）に必要事
項を明記し、市役所教育総務課へ持
参又は郵送（必着）
申込み・問合せ／市役所教育総務課
〒４１０‐２２９２長岡３４６‐１
電話０５５‐９４８‐１４４４
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お・知・ら・せ

問合せ
北方領土返還要求静岡県民会議 電話０５４‐２５２‐０６２０
県国際戦略担当　　　　　電話０５４‐２２１‐３２５４
市役所企画課　　　　　　電話０５５‐９４８‐１４１３問合せ　市役所環境政策課　電話０５５‐９４９‐６８０４
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ター経験の有無、応募動機（２００字以内）
を記入し、県民生活室へお送りください。
（採用者への通知は３月中旬予定）
申込み・問合せ／〒４２０‐８６０１静岡
市葵区追手町９‐６ 県庁 県民生活室
電話０５４‐２２１‐２１７５　
ＦＡＸ０５４‐２２１‐２６４２
Ｅメール shohi＠pref.shizuoka.lg.jp

若者のための就職支援機関『沼津ヤ
ングジョブステーション』の就職相談
です。（相談無料・事前予約必要）
とき／１月２３日（水）１３：００～１６：００
ところ／市役所伊豆長岡庁舎
内容／就職活動に関する何でも
対象／学生を含むどなたでも
申込み方法／１月２１日（月）までに
電話で市役所観光商工課へ
申込み・問合せ／市役所観光商工課
電話０５５‐９４８‐１４８０
沼津ヤングジョブステーション　
電話０５５‐９５１‐８２２９

ＮＰＯ法人の設立や、運営の相談を
受けます。（要事前申込み）
とき／１月１８日（金）１３：００～１６：００
ところ／中央図書館
申込み・問合せ／東部パレット
電話０５５‐９５１‐８５００

ＥＭぼかしを使った堆肥や牛ふん・
生ごみを使った市の試験堆肥で草花や
野菜等を育て、４月２６日（土）開催予
定の『春の祭典～グリーンフェスタ＆
ぼかしまつり～』に出展してみません
か？まつりでは作品を展示し、来場者
の投票による審査を行い、優秀作品を
表彰します。現在、ご家庭で草花や野
菜等を育てていない人にも、プランタ
ー・花の苗を提供します。
提供するもの／牛ふんと生ごみを使っ
た堆肥、プランター、花の苗（ペチュ
ニア・マリーゴールド）
申込み締切／１月３１日（木）１７：００
申込み・問合せ／市役所クリーン課
電話０５５‐９４９‐６８０５

皆さんの意見や情報を消費者行政に反
映させるため、消費生活モニター（食品
表示ウォッチャー兼務）を募集します。
任期／４月１日～平成２１年３月３１日
資格／県内在住の２０歳以上で、１年
間継続して活動できる人
内容／消費生活・食品表示に関する情
報・意見の提出、食品表示状況調査（月１
回）、不当表示に関するチラシ収集、アン
ケート回答（年数回）など。＊謝金あり。
申込み方法／２月５日（火）までに、は
がきかＦＡＸ、メールに住所、氏名、年齢、
性別、電話番号、職業、県・官公庁モニ

と
　
き

一
月
二
十
三
日（
水
）

十
三
時
〜
十
五
時
三
十
分

と
こ
ろ

韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル

内
　
容

択
捉

え
と
ろ
ふ

島
滞
在
体
験
記
発
表
、

記
念
講
演
等
　

北方領土とは、北海道の北東にある択捉
えとろふ

島、国後
くなしり

島、色丹
しこたん

島、歯舞
はぼまい

群島のこと。第２次世界大戦終了
後、ソ連軍によって不法に
占拠され、現在もロシアの
不法占領下にあります。
日本は、この北方領土を

一日も早く返還してもらわ
なければなりません。

北方領土って何？

申込み・問合せ 市役所安全対策課 電話０５５‐９４８‐１４１２

１月１０日は１１０番の日
～緊急時、頼れるあなたの１１０番～

●１１０番は緊急通報専用電話です。
（県内の１１０番通報は、全て『１１０番

センター静岡』に入ります。場所説明

は、市町名からお伝えください。）

●事件・事故等は、迷わず１１０番を。
●警察に関する相談は、『＃９１１０』
や警察署の相談窓口の利用を。

問合せ　大仁警察署　　
電話０５５８‐７６‐０１１０

地
震
な
ど
災
害
に
よ
る
被
害
の
防
止

と
軽
減
を
図
る
た
め
、
市
内
の
六
十
五

歳
以
上
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
障
害
の

程
度
が
一
級
・
二
級
の
人
が
同
居
す
る

世
帯
を
対
象
に
家
具
固
定
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
等

の
賃
貸
物
件
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
必

ず
所
有
者
・
管
理
人
等
の
承
諾
を
得
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

固
定
費
用

家
具
六
台
ま
で
は
無
料

申
込
み
期
限

二
月
二
十
九
日（
金
）ま
で

「
天
気
が
い
い
日
で
も
窓
を
開
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
」「
に
お
い
が
つ
い
て
し

ま
う
の
で
洗
濯
物
が
干
せ
な
い
」
な
ど
、

野
焼
き
に
困
っ
て
い
る
人
か
ら
の
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
例
外
の

ケ
ー
ス
で
も
、
迷
惑
と
な
っ
た
場
合
は

禁
止
と
な
り
ま
す
。

野
焼
き
は
や
め
て
、
ご
み
は
指
定
収

集
日
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
か
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
し
ま
し
ょ
う
。

正確に水量をはかるため、市で
は、使用期間満了を迎える各家庭
等のメーター交換を行います。ご
協力をお願いします。＊メーター
交換の費用は一切かかりません。
とき／１月上旬～３月中旬
交換対象／伊豆長
岡地区、大仁地区
（田京、浮橋）の平
成１２年以前に製造
されたメーター
交換業者／市内給水装置工事指定
業者（腕章をしています）
その他／交換作業時は、２０～３０
分程度の断水となります。ご迷惑
をおかけしますが、ご協力お願い
します。

対象の皆さん、ご協力ください！

問合せ　市役所上下水道課　
電話０５５‐９４８‐２９１１
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●
お
正
月
休
み
、
外
は
渋
滞
、

テ
レ
ビ
は
飽
き
た
、
退
屈
だ
…
。

そ
ん
な
と
き
は
、
こ
た
つ
の
上

の
広
報
紙
を
パ
ラ
パ
ラ
と
読
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ミ
カ
ン
の
よ
う
に
身
近
な
『
広

報
い
ず
の
く
に
』で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

夏

●
ど
う
し
て
十
二
月
は
こ
ん
な

に
気
忙
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

英
語
で『
ｒ
』が
つ
く
月
は
、
お

い
し
く
安
全
に
牡
蠣
か

き

が
食
べ
ら

れ
る
と
聞
き
ま
す
。
牡
蠣
は
肝

臓
の
代
謝
を
活
発
に
し
た
り
、

消
化
も
良
く
一
緒
に
食
べ
た
も

の
の
消
化
も
助
け
ま
す
。
忘
新

年
会
シ
ー
ズ
ン
に
ぜ
ひ
。

土

１２ページでもお伝
えしているとおり、韮
山反射炉が、経済産業
省の近代化産業遺産に
認定されました。先月
号では、江川邸の価値が認められＮＨＫ大河ドラマ
『篤姫』のロケが行われた記事も掲載しましたが、
こうして、市内にある歴史資源が脚光を浴び、全
国に認められていくのは、うれしいことですね。

表紙より

住民登録人口●50,493人（男：24,412人、女：26,081人） 世帯●19,445
外国人登録人口●537人（男：219人、女：318人） 世帯●249

市の人口
（平成１９年１２月１日現在）

毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、
年齢（学年）、職業、電話番号、②広報紙へのご感想、身近な話
題などを書き添え（必須）、１月１５日（火）までに下記へお送り
ください。いただいたご意見などは、広報で紹介させていただ
く場合もあります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 秘書広報課
【先月の答え】「飲酒運転」正解者は２７／２７人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】

三好しづ子、長津義信、内田朝野、勝又精子、小沢あき、

末野紀昭、下山朋夏、宮本剛志、木内祥一、諏訪衛

編　集　後　記

お題：アナグラム
脳の活性度　★★★★
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お・知・ら・せ

●（
＊
十
二
月
一
日
号
特
集
を
読
ん
で
）

市
内
で
映
画
等
の
撮
影
が
行
わ
れ
て
い

る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。『
篤
姫
あ
つ
ひ
め

』

や『
少
林
少
女
』を
ぜ
ひ
見
た
い
、
そ
し

て
撮
影
に
使
わ
れ
る
自
然
や
建
物
の
あ

る
郷
土
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。（
四
日
町
・
59
歳
女
性
）

●『
ス
コ
リ
ア
』と
い
う
言
葉
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
興
味
津
々
、
ぜ
ひ
訪
ね

て
み
た
い
で
す
。（
沼
津
市
・
65
歳
男
性
）

→

今
後
も
市
内
ロ
ケ
へ
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
月
六
日（
日
）

夜
八
時
放
送
開
始
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

『
篤
姫
』も
、
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
！

●
広
報
紙
と
か
市
の
発
行
す
る
も
の
に

ミ
ス
が
多
い
の
で
確
実
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。（
南
江
間
・
16
歳
男
性
）

→

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
は
誤
字
・
脱
字
が
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
注
意
を
払
っ
て
い
き
ま
す
。

●
第
八
回
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

で
、
伊
豆
の
国
市
は
十
四
位
と
が
ん
ば

り
ま
し
た
ね
。
テ
レ
ビ
で
ず
っ
と
応
援

し
て
い
ま
し
た
。（
古
奈
・
49
歳
女
性
）

●
（
＊
沿
道
で
応
援
し
て
い
た
人
か
ら

も
写
真
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

→

伊
豆
の
国
市
代
表
選
手
や
関
係
者
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ま
ず
は
体
を
休
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
今
年
は
さ
ら
な
る
飛
躍
を
！

お
た
よ
り
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご家庭にある不用なもので、ほか
の人にゆずってもよいものはありま
せんか。不用品活用バンクに登録す
れば、「ゆずってほしい」「ゆずりた
い」人を探します。来庁（韮山庁舎）
か電話でご登録ください。（最高６カ
月間、希望により再登録可）

【ゆずります】
ウォーキングシューズ（２６�A）新品 無　料
男性用スーツ（ウエスト７６�A）・ネクタイ等無　料
長中野球部ユニフォーム一式（Ｍ）無　料
パソコンデスク（プリンタ台あり）無　料
マミー型寝袋　　　　　　無　料
電気炊飯器（５合） 無　料
アウトドアチェア　　　　無　料
リクライニングチェア　　無　料
キックボード　　　　　　無　料
スケートボード　　　　　無　料
ハムスター飼育用品一式　無　料
スタットレスタイヤ（１３�V・ホイル付）２本無　料
座卓（１５０�A×９０�A） 無　料
韮中女子夏服上着・スカート・冬服上下
（１５０㌢）新品３，５００～１５，０００円
スタットレスタイヤ（１４�V・ホイル付）４本応　談
Ｏｇａｗａテント（２～５人用）応　談
タープ・タープ支柱　　 応　談

【ゆずってください】
プレハブ小屋（６畳以上） 応　談
体重計　　　　　　　　　応　談
ボイスレコーダー　　　　応　談
ＦＭチューナー　　　　 応　談
Ａ型ベビーカー　　　　　応　談
修工情報技術課夏・冬服上下（Ｌ・ウエスト８２
�以上）、ワイシャツ（ＬＬ以上） 応　談
大中男子制服上着（１６０�A）応　談
スクーター（９０cc～１２５cc）応　談
イチゴ保冷庫（０．５坪） 応　談
子ども用野球グローブ　　無　料
チャイルドシート（２歳～） 無　料
チャイルドシート（０カ月～）無　料
長中男子制服冬服上下・半袖体操着・体操用
半ズボン（Ｌ・ウエスト１００�A）無　料

婦人用自転車　　　　　　無　料
楽生保育園園服・体操着等（～１２０�A）無　料

＊市役所では品物を預かりません。相手が
現れたら双方に連絡先を教えます。
申込み・問合せ 市役所環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

●『小規模多機能型居宅介護』って何？

在宅要介護者等に『通いサービス』を中心とし
て『訪問サービス』や『宿泊サービス』を組み合
わせて日常生活上の世話等を行う事業です。
●『小規模多機能型居宅介護』施設の条件

・登録定員数…２５人以下
・『通いサービス』利用者…登録定員の１／２～１５人以下
・『宿泊サービス』利用者…『通い』利用定員の１／３～９人以下
・上記の人数にサービスを提供できる施設であること。
＊事業の人員基準及び設備基準等については、国の基準と同様です。

●開設事業者に応募するには？

市役所高齢者支援課窓口で配布する募集要項
に沿って、計画書を提出下さい。なお、メール
でも募集要項を送付しますので、下記のメール
アドレスあて資料請求して下さい。
●申込み資格

通所介護、認知症対応型共同生活介護、指定介護老人福祉施設、
介護老人保健施設等の介護保険サービス事業所を県内に有する法人
●計画書提出期間
２月１日（金）～２０日（水）までに市役所高齢者支援課へ提出

を提供する施設
開設事業者

小規模多機能型

居宅介護
しょうきぼ たきのうがた きょたくかいご

介護保険法改正により平成１８年４月から地域密着型サービスが創設
されました。市では平成２０年度に、伊豆の国市高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画に沿った施設の整備を計画してくれる事業者を募集
します。

小規模多機能型居宅介護
を提供する施設

韮山地区　　　１カ所

伊豆長岡地区　１カ所

申込み・問合せ 市役所高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８００９
メールアドレス sien@city.izunokuni.shizuoka.jp

募集します！

（静岡市・女性）

答え○○○○○

アナグラムは、ある言葉の文字の順番を入れかえて、別の言

葉にしてあるクイズです。例えば「おれ、何歩？」という問題の

もとの言葉は「ナポレオン」という感じです。

では、次の問題のもとの言葉は、いったい何でしょう。

ゴリがいち？
（ごりがいち）

みどり区は
このあたり

みどり区から撮影した風景


